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＜連絡事項＞
・今日、明日で院内・苑内合同研修あります。進んで参加するようにして下さい。
・休日、連休中に他県へ移動予定のあるスタッフは、前もって管理者へ伝達するようにして下さい。（厳守ではありません。任意です）
・今年度の夏のボーナスは、7/22支給される予定。
＜患者様連絡事項＞
・小山田　政勝様～主治医診察後、興奮等ない為、9：30にて終日隔離解除となる。家族様への主治医説明が、本日、14：00から特診で実施予定。
＜入院・入室状況＞
・杉沢　恵子様～東B１号→北302号室へ転出。
・小山田　チヤ様～東C16号→南病棟へ転出。　　　　
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。執拗さ無く、他者とのトラブルもなし。引
き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放すると自室を走り出て、飲水行為をする。他者への迷惑行為あり。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・佐々木　理佳様～朝食2/3摂取し、妄想言動なし。明るい表情で過ごされる。不穏言動なし。
・飯岡　未来様～朝食1/2摂取。ホール内徘徊、感情失禁見られているが、昼食は拒食。午後からは自室で臥床して過ごされている。
・木村　文隆様～バイタルサイン異常無し。痰鳴も目立たず。点滴自己抜去などは無いが、滴下不良ありライン確保し直している。
・飯岡　裕子様～バイタルサイン異常無し。朝食は全量摂取、昼食は2/3摂取している。疼痛フェイススケールは3～4と答えているが、暑さと身の置き所の無さを訴えている。本人希望にてアイスノン貼付している。
＜馬渡Dr.診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬はバルプロ酸Na徐放錠A 1000㎎→1200㎎へ増量し、他同内容で７日分処方。
・佐々木　理佳様～臨時薬はリスペリドンOD錠4㎎→6㎎へ増量し、7日分処方。
・小山田　チヤ様～臨時薬は同内容で3日分処方。午後東病棟→南病棟へ移動となる。
・笹川　清様～臨時薬は同内容で7日分処方。午後より39℃台の発熱あり、クーリング施行後も体温38.7℃で経過にて状態報告し、明朝至急採血(院内セット3)と胸部レントゲンの検査指示と本日分として点滴2本処方・施行の指示。発熱続く場合には発熱時IFオーダーのカロナール与薬するようにとの事。又、経管栄養については当直医田中Drより行うか確認するようにとの事。田中Dr来棟時に確認し、経管栄養は継続の指示となっている。
・工藤　禮子様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・山田　みつゑ様～臨時薬はアリピプラゾールOD錠6㎎追加・他同内容で7日分処方。
・下村　光子様～臨時薬はバルプロ酸Na徐放錠A 400mg→600㎎へ増量、他同内容で7日分処方。午後に心理検査(風景構成法)実施。検査結果を見て、心理スタッフと追加の心理検査指示をするか検討との事。心理スタッフに確認し、ロールシャッハテストを実施予定(日程調整中)。家庭裁判所への出廷については現状医療保護入院の為、本人は行けない状態であり、本人曰く、以前家庭裁判所に確認した際には入院しており、出廷出来ないのであれば、診断書を提出するように言われたとの事。主治医より「まずはSWへ連絡し、養子縁組を切るか否かの面談をまずは設定していくべきではないか？養子縁組を切るとして、その後の本人の退院先等も検討必要である為、そういった先まで見越して退院支援をしていくように。」との事。SWに上記情報提供・確認行っていく。
・小泉　チヤ様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・八木田　勝則様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・小松　忠夫様～臨時薬は同内容で7日分処方。本日分のBa交換指示頂いている。
・下野　和生様～臨時薬は同内容で7日分処方。精神症状は落ち着いてきている為、退院支援を進めるようにとの事。
・木村　茂様～臨時薬は同内容で7日分処方。精神症状は落ち着いてきている為、退院支援を進めるようにとの事。
・鈴木　徳美様～臨時薬・定期薬は共に同内容で7日分処方。
・飛鳥　サト様～臨時薬はメマリーOD錠15㎎→20㎎へ増量、他同内容で7日分処方。定期薬は同内容で7日分処方。

・木村　美智子様～定期薬は同内容で7日分処方。

・馬渡　満芳様～臨時薬は同内容で7日分処方。帰宅要求や易怒性等の精神症状は落ち着いてきている為、退院支援を進めるようにとの事。
・服部　英喜様～臨時薬は同内容で7日分処方。OT指示ある為、リハビリ目的で出席させるようにとの事。ラジオの使用に関しては担当スタッフと相談するようにとの事。
・佐々木　忠明様～臨時薬は同内容で7日分処方。介護認定調査の結果は近日中に確定すると思われる為、結果を確認し、退院支援を進めるようにとの事。
・水梨　孝純様～定期薬は同内容で7日分処方。
＜新入院患者様情報＞
氏名：小山田　政勝（おやまだ　まさかつ）様

生年月日：昭和19年6月7日（76）

　　病名：うつ病

　合併症：糖尿病　　

　　性別：男性

　主治医：金Dr
入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Aユニット

　(経過）

　もともと精神科通院歴なし。家族から60歳ごろから物忘れが目立つになった。その後、70歳代になって、感情の起伏が強くなり、攻撃的になった。

2020年6月頃から不眠と便秘を訴えるようになり、内科で下剤をもらっていた。

数日前から、お腹が苦しいと死にたいという希死的発言、本人から電話があり「さようなら」と話し、終話。手すりで自身の首を吊った状態で発見。

　　同日当院救急受診し23：00医療保護入院となる。
・氏　　名：佐藤　セツ（さとう　せつ）様

　生年月日：昭和13年1月19日（82）

　病　　名：うつ病

　合併症　：右下腿熱傷

　性　　別：女性

　主治医　：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Bユニット

　(経過）

　現在、八戸赤十字病院循環器内科入院中。

H29.10.14から「神経性うつ病」にて当院通院開始。H30.2.1からは訪問看護「五福」利用し、自宅で生活していた。

　R2.6.15　熱中症による高ｋ血症、腎盂腎炎で日赤病院へ入院し治療していた。同年6.22頃から興奮状態、拒薬見られ、精神科の介入を要し、徐々に興奮、拒薬は無くなってきていたが、退院後は独居暮らしという事もあり、自宅での生活は困難な事から転院希望されていた。7.21当院外来受診され、鑑別診断・症状改善・環境調整目的で東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。

＊入院に至る際にストーブによる熱傷が右下腿にあり皮膚科処置要している。

